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「限界芸術・死亡率・H. curans・シンギュラリティ・TPP と薬価」   

色平 哲郎 

（JA 長野厚生連・佐久総合病院 地域医療部 地域ケア科医療/健康医療開発機構 理事） 

 

皆さん、初めまして。色平（いろひら）と申します。長野

県の善光寺から来た僧侶でございます。というのは嘘です

けれども、僧侶のような仕事をしているお医者さんです。村で

10年以上診療所長をやっておりまして、高齢化が 40％

を超えた現場で過ごしてまいりました。お坊さんもお医者さ

んも嫌われていますよね。これは皆さん、笑っていただかな

いといけないんですけれども。この場に弁護士さんもおいで

になるかもしれませんが、この三つの職業は共通な点があ

ります。人のご不幸でご飯を食べているという点です。聖

なる仕事であるといわれ、プロフェッションともいわれてきた

んですけれども、一般的には人のご不幸で生きているとい

う意味で、誤解にさらされやすい仕事ではないかと思いま

す。そういう意味でも、今日のセッションでは薬価が上がる

ということで、目の前のお医者さんを責めまくるような雰囲気

が、今後広がるのではないかというふうに少しどきどきしてお

ります。限界芸術という言葉は、皆さんご存知ないと思い

ますが、これはマージナル・アート（Marginal Art）の訳

でございます。佐久総合病院は「さけそうどう病院」とも呼

ばれており、村の人たちとお酒を飲んで仲良くすることを大

事にしてまいりました。そういう意味で、お酒が文化である

ということを同じような言い方で、医療もまた文化であると

いうふうに 70年前から言ってきた、変わった病院でありま

す。 

 

今日のお題の限界芸術でありますけれども、一般の生活

と芸術との間に広がる巨大な領域でありまして、専門家

でない一般の方々によって作られ、一般の方々が楽しむ、

と。つまり、プロの道を通らない人の作品はすべて限界芸術

なのだと。私も含まれていると思います。暮らしを舞台に、

人々の心の中にわき上がり、ほとばしってきたような表現。

（プロの）噺家がやる落語は、入らないのかも。なんと、そ

れは私の日常生活そのものであったということを、ちょっと申

し上げましょう。盆踊り、生け花、茶の湯、羽子板、習字、

それからゴシップですね。冗談とか、今日の私のような漫

談なんかも入ると思っております。たばこで寿命が 2～3

年短くなるということは有名なことですけれど、皆さんは健

康で長生きしたいわけですよね。できるだけお医者さんに

はかからないで。そういう中で申し上げますと、信州は長

生きで有名でしょ。日本一どころか世界一ですよね。しか

も医療費が少なめだというのは、もちろん私ども医者が優

秀なんではありませんね。皆さんが楽しく生きているからな

んです。ビッグデータの時代になりましたけれども、小学校

区ごとにデータをとって、みんなが楽しく生きている、みんな

が嬉しく生きている。そういう仲間意識のあるところは、な

んと転倒する人も少ないし、寝たきりになる人も少ないし、

認知症になる人も少ないし、死亡率も少ない、ということ

が明らかになってきたんですね。今日はゲノムの解析のビッ

グデータの話が多かったですけれども、ソーシャル・エピデミオ

ロジー（社会疫学）とよばれる分野なのですが、生活空間

で健康指標がいったいどうなっているのかということについては、

必ずしも医療の寄与ではなく、皆さん自身のご努力によって 

健康度が上がるということ、これは長野県で実証されたこ

とではないかと思っています。そして、友達が多いと、趣味

が多いと、先ほどのような限界芸術を楽しんでいると、寿

命がまた数年延びるというデータが出てきたわけです。恐

るべきことだと思います。すべての人が参加できる活動とし

て、友人が増える寿命延長活動としての限界芸術。さあ、

限界芸術という言葉は難しいですけれども、皆さん、この

本はご存知ですか。「逝きし世の面影」です。当てないか

らぜひ、知っている人は手をあげてくださいますか。これは

江戸時代のわれわれの祖先の方々が、「子どもの楽園」

といわれたこの日本社会がどのぐらい笑顔で満ちていたの

かということを描いた、今では忘れられてしまった日本のあ

り方です。そこに（ハンドアウト）書いておきましたね。渡

辺京二という方の著書です。農民芸術といえば宮沢賢治で

すけれども、限界芸術の先駆者としても考えることができるそ

うです。 
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では、限界芸術を実演してみましょう。「雨ニモアテズ」って、

皆さんご存知でしょうか。「雨ニモアテズ 風ニモアテズ  

雪ニモ夏ノ暑サニモアテズ ブヨブヨノ体ニ タクサン着コミ 

意欲モナク  体力モナク イツモブツブツ不満ヲイツテイル 

毎日 塾ニ追ワレ テレビニ吸イツイテ遊バズ 朝カラアクビ

ヲシ 集会ガアレバ 貧血ヲオコシ アラユルコトニ 自分ノ

コトダケヲ考エテカエリミズ 作業ハグズグズ 注意ハサンマ

ン  スグニアキ ソシテスグワスレ 立派ナ家ノ自分ノ部

屋ニ閉ジコモツテ 東ニ病人アレバ医者ガワルイトイイ 西

ニツカレタ母アレバ養老院ニ行ケトイイ 南ニ死ニソウナ人

アレバ寿命ダトイイ 北ニケンカヤソショウガアレバ ナガメ

テカカワラズ 日照リノトキハ冷房ヲツケ ミンナニ勉強勉強

トイワレ 叱ラレモセズ コワイモノモシラズ」これは有名な

農民芸術、つまり限界芸術です。私の言いたいのは、自

分なりに素人芸でパロディを言えば、多少皆さんに笑って

いただけるんじゃないかと思ったんですけれども、うまくいきま

せんでした。すべってしまいましたけれども、こういう笑いこそが、

実は医療よりも健康寿命を延ばしているということが、実

証されつつあるということが、最初に申し上げたいことでご

ざいました。では 2番目です。 

 

お題その 2。人間の死亡率は、何％でしょうか。そうです

ね、100％なんですね。100年後にわれわれ、この場に

いる人は一人もおいでになりません。皆さん、死は恐ろし

いですか。もちろん恐ろしいです。痛みや苦しみを伴ってい

ます。しかし、虹が出ることがありませんか、皆さん。虹を見

たときに、永遠を見ますね。虹ははかないものですよ。人と

同じようにはかない虹の中に永遠をみてしまう私は、何な

んでしょう。僕は虹の向こう側に、自分が会えなくなった、

既に亡くなった人々の想いを感じることがあるんです。皆さ

んもそういう瞬間がありませんか。私は、雨上がりの虹を見

たときに、彼や彼女の言葉を思い出します。でも、すぐに消

えちゃうんですね。 今、むき出しの死、身も蓋もないよう

な死がわれわれの身の回りにあります。もしかすると、罪深

いお医者さんたちの手によって、ということもあるかもしれま

せん。では、皆さんに聞いてみましょう。もしも、死なないと

いうこと、不死が実現したらどうなると思いますか。皆さん、

正気保てますか。もし、今日の議論の中で、老化現象を

止めるという薬があったら、これは嬉しかったね。でも、なか

なかそうではない。そういう意味で、私が申し上げたいのは、

死は恐ろしいのかということです。人は死ぬことによって、愛

をはぐくむことができるという。ここで先ほどおっしゃった話に

なりましょう。死を共有するような、そんな恐ろしい大災害

や大震災の後、突如として人は水や食べ物を分かち合い、

場に秩序というものが自生的に生まれ、国家の関わりな

しに安定した社会を作ろうとしていました。これは確かなこ

とです。なぜ、そのとき、特別な共同体が立ち上がったの

だろう。どんな大惨事であっても意外に冷静に行動し、な

おかつお互いを助け合うような、即席のユートピアが形作

られるという共通点が、確かに人類にはあります。黙祷と

いう言葉、黙祷といって1分間。これは、特定の宗教儀礼

とは関係のない意味で、追悼というとき、僕は目をつぶると

いつも虹を見ているんですね。皆さんはどうですか。私は 1

分間の黙祷というと、必ず虹を見ようとします。そしてその

ときに、思い出そうとします。死は、今でこそ語り得ないも

のになっています。でも、この本にも（「逝きし世の面

影」）ありますが、かつて江戸時代のわが先祖たちは、い

つも死者の隣にいました。生のすぐそばに死がありました。そ

して、死は文化の中に飼い慣らされていたし、語り継ぐこと、

語られることがむしろ当たり前だったという、そういう山の中

の、お互いさま、おかげさまでの世界で、私は 10年以上

暮らし、子育てをして、大変幸せでありました。「今、いの

ちがあなたを生きている」（真宗大谷派の親鸞聖人

750回忌御遠忌のテーマ）。仏教的ないい方だと思い

ますね。器としての人間であって、「死は決して敗北ではな

い」というふうに、私は思います。 

 

3 番目。クイズ。朝は 4本足、昼は 2本足、夕方は 3

本足、この生き物は誰ですか。これは、有名なスフィンクス

の謎ですよね。それでは皆さんに対して、ケアの中で生ま

れ、ケアと共に生き、そしてケアの中で死んでいく存在とは。

これはホモ・クーランス（Homo curans、気づかう人）と

いうふうにいわれます。ホモ・サピエンスならぬ、ホモ・クーラ

ンス、われわれのことですね。人間のことです。お互いさま、

おかげさまでといわれるように、医者が誕生する以前から、

昔から、人は人のお世話をしてきたという意味です。皆さ
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んの中でハイデガーの「存在と時間」を読む人がいたら、

42節をご覧になってください。そこにケアの女神様が出て

きます。ケアの女神はラテン語でクーラというんです。クーラは

ギリシャ神話ではペルセポネーのことです。そして、ケアの神

話（クーラの神話）という、2,000 年前の詩が引用され

ております。このケアこそが、もっとも大事である。お互いに

気遣う、互いの「憂い」を気遣いあうという、このケアという感

覚は、人類古来のものであります。科学が発達する前か

ら、薬ができる前から。薬というのは技術でありますけれど

も、同時に商品でもあります。そういう意味で、商品と技

術とがひとつの事物のなかで表裏の関係になっていることが、

今回の第一部の大きなテーマであったと思います。しかし、

それを外して考えると、われわれはケアしあう存在として人

になったということ。ケアというものを、クーラというものを否

定しましょう。否定するには、前に「セ」をつけるんですね。

ラテン語系統は、前にセをつけるんですけれども、セ・クー

ラ。セクハラではありません。セ・クーラというのは、相手の

憂いを見てはいる、のだが助け舟はださずに控えておく態

度、ということです。あえて見ないでおく。それが、セキュア

（secure）という英語になっています。現在のわれわれ

がセキュリティ社会に住んでいるとするならば、それは、相

手のケア（＝憂い）が見えてはいるのだが、見なかったこ

とにしてケア（＝配慮）はせずにおくという態度の中にあ

るんだとすると、なかなか難しい世の中になってきました。

地球上で人類がばんらばんらで、争いごとばかり、戦いば

かり。でも、人類は一緒のものであります。そういう意味で、

ばらばらで一緒であるということが、人の本質だとする。書

いてみましょう。「多即一」と書きますね。これは逆にします

と、「一即多（いっしょくた）」と読めるということです。この

「多即一」というのは、西洋的な感覚ではございません。

非常に東洋的なものであるというふうに考えられています。

唯一の真理は存在するし、真理である以上、それは唯

一でなければなりません。複数だったら真理ではありませ

ん。でも、この世は所詮相対的な場ですので、この世でも

真理は、また立ち現れ方は多元的なものでなければいけ

ない。ならざるを得ない。また、言語を超えた超越的な真

理なるものを、人間の持つ不完全な相対言語では表現

しきれないだろう。これが、東洋的な意味での真のとらえ

方です。西田幾多郎がいうように、われわれ人間には定

めがあって、真理の影しかとらえられない。唯一の真理とい

うこと、それは実は「語り得ないもの」でありました。語り得

ないはずだった真理を語り尽くそうとする現代は、一方で

かつては気楽に語りあっていた、日常的な出来事であった

死を語り難いものにしてしまっている。それが現代化という

ことなのか。真理をあえて語りつくそうとすることによって、さ

まざまな困難が生じているのかもしれないと感じます。 

 

次は、シンギュラリティですね。これは技術論です。技術論と

いうことは、今日のテーマの第一テーマですよね。健康と医療

に関し、医薬なる技術が商品でもあるという、この二面性に

ついてのディスカッションであったと思います。シンギュラリティと

は、人工知能、AI が人間の能力を超え、そこに出現するで

あろう恐るべき未来。AI の父、マービン・ミンスキーさんが亡く

なりましたけれども、また、Google が有する AlphaGo（ア

ルファ碁）が韓国の棋手に勝ったということは、大変な衝撃

であります。スティーヴン・ホーキングは、一度述べました。AI

の開発は、人類の終わりを意味する。もし、医薬品が自動

的に開発されていくと、何が起こるのか。申し上げましたよう

に、老化を止める薬ができたらいいですけどね。でも、どっちに

しても、悪夢になりかねない。私は二十数年前に京大（京

都大学）の学生だった頃、沼（正作）先生とか本庶

（佑）先生の講義を受けていましたけれども、その頃のこと

です。医療に、もし技術イノベーションが本当に進んでしまっ

たら、AI が出てきて医者なんて不要になっちゃうかもしれない

と、二十数年前の私はびびっていたんですけれども、当時は

まだなかなかそこまではいかなかったです。信仰が消え、ケア

が消え、そして文化が消える。人類まで消えるのではないか、

「唯一の真理」を求めまくることが、われわれの暗黒の未来を

産むのではないかと、当時考えました。第一次医療技術革

新というのは、戦後の抗生物質。結核患者さんたちが、みん

な若くして死んでいった人たちがしかし、生き延びるどころか、

結核病棟が不要になり、ベッドが不要になり、そして、ずっと

生き延びて税金を納める側にまわって天寿を全うする。これ

が「完全技術」といわれた、第一次医療技術革新の衝撃で

した。でも、われわれが今持っている医療技術は、第二次医

療技術革新に由来する「不完全技術」です。診断はつくが、
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治療しきれない。そこに第三次の波が二十数年前に日本に

及んできたとき、中川米造先生の弟子でもあって、私は京

都で焦りまくりました。しかもその波は実は今日来たんだとい

うことを、さっきまでの研究者の方々にお伝えいただいて、ちょ

っと頭が混乱しています。武谷三男は設計主義的にとらえた

んですけれども、しかし、昨今はとにかく、イノベーションで経

済が活性化するのであれば善であるという、素朴な科学、ユ

ートピア主義が強いのではないかと思います。目先の因果関

係の世界に固執する傾向が広まっているのではないか。どん

なことでも、手っ取り早く利益を生むものが絶賛されてしまう。

科学技術、現代は、命の秩序を壊してはいないか。生命科

学は、死の個人化や孤立化を招いてはいないだろうかという

ふうに危惧を持っています。ここで引用しましょう。「大学は職

業教育の場ではありません。大学は、生計を得るためのある

特定の手段に人々を適応させるのに必要な知識を教えるこ

とを目的とはしていないのです。大学の目的は、熟練した法

律家、医師、または技術者を養成することではなく（！）、

有能で教養ある人間を育成することにあります」150年前の、

ジョン・スチュアート・ミルの大学に関する講演録ですね。19

世紀においては、大学に行く人間は非常に少なかったですけ

れども、なんと、医学部は、本来大学ではなくて職業学校で

あるというふうに看破しています。ミルは、この講演の中でこう

も言っています。「自分自身と自分の家族が裕福になること

あるいは出世することを、人生の最高の目的であると考える

人たちに大学が占拠されないように、絶えざる警戒が必要で

ある」と訴えている。もちろん、これは私が言っていることじゃあ

りませんよ。ジョン・スチュアート・ミルがいっていることでありまし

て、私が言えることは、「大学は合コンの場ではない」という程

度のことであります。 

 

私は足掛け６年間、TPP についていろいろ考えてきました。

決して反対ではございません。「くれぐれも慎重に」、そして

「米価は下がるが、薬価は上がる」というふうにくりかえし申し

上げてきた次第です。そして今、来年が明治 150 年です。

今、日本には大きな隣国が二つあります。一つは人口が世

界最大であり、一つは国土が世界最大であります。そしても

う一つ別の隣国は、世界最大の軍事力と経済力を持ってい

ますが、なんとこの「警察官」が引退モードに入りつつありまし

て、近い将来、この大事な警察官がグアム以西あるいはハワ

イ以西から引き上げたときのことを、心配しています。本気で

心配しています。地球人類が「ばらばらで一つ」ということを本

気で心配した人として、マハートマ・ガーンディーという方がお

いでになります。殺し合いをやめ、みんなが納得して共存する

にはどうしたらいいのかということを考えた方であります。彼の

東洋的な回答が、漢字で言えば、「多元主義的一元論」と

いうものです。マハートマ・ガーンディーはこれを山に例えたわ

けです。頂上は一つです。しかし、頂上に至る道は無数にあ

ります。どの道をたどってもよい。最終的に達成する頂上は一

つなのだ。「たどる道の違い」を、「真理の違い」と混同しては

いけない。これが、ガーンディーの語ったことです。私なりに言

うならば、「違いと間違いこそが大事」。違いが、間違いでは

ないというようなことです。ガーンディーさん、ガーンディーさん、

世界人類の深刻な対立、対抗関係の処方箋として、どんな

お薬が効きますかねと、聞いてみましょう。ふむふむ。マハート

マ・ガーンディーのお答えは、「アネーカーンタヴァーダ」でした。

サンスクリットですね。このアネーカーンタヴァーダというのは、ば

らばらで一緒ということです。「一即多（いっしょくた）」という

ことです。真理追究においては、唯一性を否定するということ。

英語でいうと「Many-sidedness of the truth」というよう

な言い方になります。言語、そして武器が生まれるずーっとず

ーっと以前から、ばらばらで一緒の人類は、「お互いさま」、

「おかげさまで」の気持ちを使ってケアし合ってきたといことが、

ホモ・クーランスの実像ではないかと思います。人類共通の運

命である死を語り継ぐことが、今こそ大事だと思う。しかし真

理なるものについては、できるだけ決めるつけることをやめ、一

方的に語ることを控えておいたほうがいいのかなと、今、感じ

ています。マハートマ・ガーンディーの言葉で終わります。「明

日、死ぬと思って生きよ。永遠に生きると思って学べ」ありがと

うございました。 

 


